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▶ 02　多摩地域 30 自治体 「ごみ焼却・埋立」比較（2024 年度版）

▶ 08　 多摩地域のごみ減量施策を読み解く（山谷修作）

　　　　第 3 回「事業系ごみの減量にも経済的手法が活用された」

▶ 10　 ごみかん運営委員による座談会

　　　　「多摩地域のごみ問題とごみかんの活動、30 年を振り返る」

▶ 15　ドイツのエコ「ドイツの高校生 それぞれの進路と青春謳歌」

▶ 16　ごみかんよりお知らせ

イラストと文  井上ヤスミチ

ご近所の鬼さんと一緒に朝掃除の会、寒くないんですか？



焼却量及び１人１日当たり焼却量　　＊次ページに掲載　表１

　多摩地域全体として、１人１日当たり焼却量は、1995 年度にピークをつけた後、減り続けているものの、
総ごみ量の約 75％を焼却しており、脱焼却に向けた焼却量の大幅な削減が求められます。
　2024 年度の１人１日当たり焼却量ベスト 10 は、①小金井市、②国分寺市、③日野市、④東村山市、⑤
西東京市、⑥府中市、⑦狛江市、⑧小平市、⑨東大和市、⑩清瀬市。

最終処分量及び１人１日当たり最終処分量　　＊ 4 ページに掲載　表２

　26 自治体が 2018 年度から埋立ゼロ。それ以外の 4 自治体は焼却灰の埋立を継続（不燃残渣の埋立はゼロ）。

処分ごみ量及び１人１日当たり処分ごみ量　　＊ 5 ページに掲載　表 3
　
　2024 年度の１人１日当たり処分ごみ量（資源ごみを除いたごみ量）のベスト 10 は、①国分寺市、②小
金井市、③日野市、④西東京市、⑤三鷹市、⑥府中市、⑦調布市、⑧狛江市、⑨東村山市、⑩小平市。

  総ごみ量及び１人１日当たり総ごみ量（集団回収を除く）　　＊ 6 ページに掲載　表 4
　
　　多摩地域全体の趨勢として、１人１日当たり総ごみ量は、2003 年度をピークに減少傾向にあるが、最
近 10 年間の年平均の減量は 8.4 ｇ（1.2％）にとどまっており、ごみ減量を加速する必要があります。
　2024 年度の１人１日当たり総ごみ量ベスト 10 は、①日野市、②小金井市、③国分寺市、④府中市、⑤
東大和市、⑥西東京市、⑦東村山市、⑧小平市、⑨狛江市、⑩清瀬市。

総資源化量及び総資源化率（集団回収を含む）　　＊ 7 ぺージに掲載　表 5

　多摩地域全体として、総資源化率は、2010 年度に 37％台に乗せた後、停滞しており、資源化の促進・拡
大が課題です。2024 年度の総資源化率ベスト 10 は、①国分寺市、②小金井市、③東村山市、④西東京市、
⑤立川市、⑥狛江市、⑦東久留米市、⑧府中市、⑨小平市、⑩日野市。

焼却量を決定づけているごみ量および資源化率　
　
　１人１日当たり焼却量でベスト 10 入りしている自治体では、１人１日当たり総ごみ量が少なく、総資源
化率が高いことが確認できます。焼却量の削減は、ごみ減量と資源化への取り組みいかんにかかっています。

　
　ごみの焼却・埋立は、地球温暖化や環境破壊・汚染をもたらす一方、資源としての活用を絶ってしまいます。そこで、
本稿では、多摩地域 30 自治体の脱焼却・脱埋立の進展状況や、それを決定づけるごみ減量・資源化の取り組みを
検証しました。各自治体には、脱焼却・脱埋立の視点からの、徹底したごみ減量・資源化の取り組みを期待します。

東京多摩地域 30 自治体の
　　 「ごみ焼却・埋立」を比較する 2024 年度

ごみ・環境ビジョン 21 運営委員　小野寺 勲

１人１日当たり 

焼却量ベスト 10 

１人１日当たり 

総ごみ量順位 

総資源化率 

順位 

１人１日当たり 

焼却量ベスト 10 

１人１日当たり 

総ごみ量順位 

総資源化率 

順位 

①小金井市 2 2 ⑥府中市 4 8 

②国分寺市 3 1 ⑦狛江市 9 6 

③日野市 1 10 ⑧小平市 8 9 

④東村山市 7 3 ⑨東大和市 5 16 

⑤西東京市 6 4 ⑩清瀬市 10 13 
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表２ 最終処分量及び１人１日当たり最終処分量 

自治体名 
最終処分量（ｔ/年） １人１日当たり最終処分量（ｇ/人日） 

2022 年度 2023年度 2024 年度 前年度比 2022 年度 順位 2023 年度 順位 2024 年度 順位 

八王子市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

立川市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

武蔵野市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

三鷹市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

青梅市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

府中市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

昭島市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

調布市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

町田市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

小金井市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

小平市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

日野市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

東村山市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

国分寺市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

国立市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

福生市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

狛江市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

東大和市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

清瀬市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

東久留米市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

武蔵村山市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

多摩市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

稲城市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

羽村市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

あきる野市 1,039  734 770 ＋36 35.6 27 25.3 28 26.6 27 

西東京市    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

瑞穂町    0   0 0 0  0.0 1  0.0 1 0.0 1 

日の出町  232 168 175 ＋7 38.6 28 28.2 29 29.6 28 

檜原村   35   5 26 ＋21 46.8 30  6.9 27 36.8 30 

奥多摩町   78  56 55 -1 44.5 29 33.0 30 33.2 29 

全体 1,384 963 1,026 ＋63  0.9  0.6  0.7  

※あきる野市、日の出町、檜原村、奥多摩町は、西秋川衛生組合をつくり、ガス化溶融炉でごみを焼却し、焼却灰を 

スラグ化する一方、その一部を御前石処分場に埋め立てている。不燃残渣の埋立は、2016 年度からゼロに。 

それ以外の 25 市１町は、東京たま広域資源循環組合をつくり、焼却灰と不燃残渣を二ツ塚処分場に埋め立てていたが、

焼却灰は 2006 年から東京たまエコセメント（株）で全量エコセメント化し、不燃残渣は 2018 年度からは埋立ゼロ。 
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表３ 処分ごみ量及び１人１日当たり処分ごみ量 

自治体名 
処分ごみ量（ｔ/年） １人１日当たり処分ごみ量（ｇ/人日） 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 前年度比 2022 年度 順位 2023 年度 順位 2024 年度 順位 

八王子市 111,087 107,118 106,368 -750 541.0 17 521.8 18 520.6 19 

立川市 30,460 33,535 33,324 -211 449.7 5 493.4 13 490.2 14 

武蔵野市 29,020 28,420 28,783 +363 536.3 16 524.4 19 531.7 21 

三鷹市 31,434 30,503 30,342 -161 452.4 6 438.3 5 436.2 5 

青梅市 29,013 27,700 27,435 -265 609.1 25 584.3 25 581.6 25 

府中市 43,391 42,039 42,046   +7 456.3 7 441.3 6 441.2 6 

昭島市 23,108 22,364 22,215 -149 554.2 19 534.1 22 529.5 20 

調布市 40,245 39,264 38,990 -274 461.9 8 449.2 7 445.9 7 

町田市 91,635 89,242 88,425 -817 582.3 24 566.1 24 562.7 24 

小金井市 18,345 17,779 18,031 +252 402.6 2 389.5 2 394.7 2 

小平市 34,059 32,831 32,930  +99 475.7 10 455.4 8 458.5 10 

日野市 28,716 27,921 27,558 -363 419.8 3 406.9 3 401.1 3 

東村山市 26,114 25,289 25,045 -244 471.0 9 455.5 9 451.8 9 

国分寺市 18,322 17,719 17,457 -262 390.8 1 376.2 1 369.2 1 

国立市 13,965 13,800 13,597 -203 500.9 14 496.2 14 488.9 13 

福生市 11,264 10,884 10,681 -203 548.2 18 526.6 20 517.5 18 

狛江市 14,874 13,754 13,484 -270 491.5 13 456.1 10 449.7 8 

東大和市 15,066 14,387 14,237 -150 485.9 12 461.6 11 458.8 11 

清瀬市 13,149 12,833 12,764  -69 482.1 11 470.1 12 466.5 12 

東久留米市 22,319 21,833 21,183 -650 522.9 15 511.5 17 498.8 15 

武蔵村山市 14,633 13,044 13,026  -18 561.2 22 502.1 15 504.5 16 

多摩市 29,944 28,830 28,691 -139 555.2 20 532.6 21 532.3 22 

稲城市 18,940 17,342 17,401  +59 555.8 21 505.1 16 507.6 17 

羽村市 11,576 11,264 10,798 -466 581.8 23 565.3 23 545.3 23 

あきる野市 18,594 17,812 17,763  -49 637.5 26 611.6 26 613.3 26 

西東京市 32,967 32,246 31,776 -470 438.8 4 427.4 4 422.5 4 

瑞穂町  8,285  7,972 7,857 -115 705.3 28 680.2 28 671.6 27 

日の出町  4,162  4,065 4,040  -25 692.8 27 680.4 29 683.9 28 

檜原村   630   630 594  -36 842.4 30 861.1 27 841.0 30 

奥多摩町  1,384  1,312 1,266  -46 790.4 29 770.7 30 764.8 29 

全体 786,701 763,732 758,107 -5,625 507.0  491.3  488.7  

※処分ごみ量＝総ごみ量（収集ごみ・持込ごみ総量）－うち資源ごみ量 
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表 4　総ごみ量及び１人１日当たり総ごみ量（集団回収を除く）
表３ 処分ごみ量及び１人１日当たり処分ごみ量 

自治体名 
処分ごみ量（ｔ/年） １人１日当たり処分ごみ量（ｇ/人日） 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 前年度比 2022 年度 順位 2023 年度 順位 2024 年度 順位 

八王子市 111,087 107,118 106,368 -750 541.0 17 521.8 18 520.6 19 

立川市 30,460 33,535 33,324 -211 449.7 5 493.4 13 490.2 14 

武蔵野市 29,020 28,420 28,783 +363 536.3 16 524.4 19 531.7 21 

三鷹市 31,434 30,503 30,342 -161 452.4 6 438.3 5 436.2 5 

青梅市 29,013 27,700 27,435 -265 609.1 25 584.3 25 581.6 25 

府中市 43,391 42,039 42,046   +7 456.3 7 441.3 6 441.2 6 

昭島市 23,108 22,364 22,215 -149 554.2 19 534.1 22 529.5 20 

調布市 40,245 39,264 38,990 -274 461.9 8 449.2 7 445.9 7 

町田市 91,635 89,242 88,425 -817 582.3 24 566.1 24 562.7 24 

小金井市 18,345 17,779 18,031 +252 402.6 2 389.5 2 394.7 2 

小平市 34,059 32,831 32,930  +99 475.7 10 455.4 8 458.5 10 

日野市 28,716 27,921 27,558 -363 419.8 3 406.9 3 401.1 3 

東村山市 26,114 25,289 25,045 -244 471.0 9 455.5 9 451.8 9 

国分寺市 18,322 17,719 17,457 -262 390.8 1 376.2 1 369.2 1 

国立市 13,965 13,800 13,597 -203 500.9 14 496.2 14 488.9 13 

福生市 11,264 10,884 10,681 -203 548.2 18 526.6 20 517.5 18 

狛江市 14,874 13,754 13,484 -270 491.5 13 456.1 10 449.7 8 

東大和市 15,066 14,387 14,237 -150 485.9 12 461.6 11 458.8 11 

清瀬市 13,149 12,833 12,764  -69 482.1 11 470.1 12 466.5 12 

東久留米市 22,319 21,833 21,183 -650 522.9 15 511.5 17 498.8 15 

武蔵村山市 14,633 13,044 13,026  -18 561.2 22 502.1 15 504.5 16 

多摩市 29,944 28,830 28,691 -139 555.2 20 532.6 21 532.3 22 

稲城市 18,940 17,342 17,401  +59 555.8 21 505.1 16 507.6 17 

羽村市 11,576 11,264 10,798 -466 581.8 23 565.3 23 545.3 23 

あきる野市 18,594 17,812 17,763  -49 637.5 26 611.6 26 613.3 26 

西東京市 32,967 32,246 31,776 -470 438.8 4 427.4 4 422.5 4 

瑞穂町  8,285  7,972 7,857 -115 705.3 28 680.2 28 671.6 27 

日の出町  4,162  4,065 4,040  -25 692.8 27 680.4 29 683.9 28 

檜原村   630   630 594  -36 842.4 30 861.1 27 841.0 30 

奥多摩町  1,384  1,312 1,266  -46 790.4 29 770.7 30 764.8 29 

全体 786,701 763,732 758,107 -5,625 507.0  491.3  488.7  

※処分ごみ量＝総ごみ量（収集ごみ・持込ごみ総量）－うち資源ごみ量 
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表 5　総資源化量及び総資源化率（集団回収を含む）
表５ 総資源化量及び総資源化率（集団回収を含む） 

自治体名 
総資源化量（ｔ/年） 総資源化率（％） 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 前年度比 2022 年度 順位 2023 年度 順位 2024 年度 順位 

八王子市 50,436 48,122 47,186  -936 33.8 22 33.6 21 33.4 22 

立川市 19,821 17,710 18,009  +299 44.1 3 37.6 9 38.8 5 

武蔵野市 15,476 14,995 14,726  -269 37.3 12 37.3 11 36.6 11 

三鷹市 18,035 16,996 15,473 -1,523 38.4 9 37.6 10 34.7 17 

青梅市 12,896 12,208 11,882  -326 33.3 23 32.9 23 32.7 24 

府中市 24,081 23,071 22,132  -939 38.4 10 38.1 6 37.1 8 

昭島市 10,893 10,475 10,649  +174 35.6 17 35.6 16 36.5 12 

調布市 24,752 23,524 20,941 -2,583 40.8 6 40.0 5 36.1 14 

町田市 38,349 36,014 34,596 -1,418 32.9 24 31.9 25 31.1 25 

小金井市 13,544 13,139 12,818  -321 48.0 2 48.4 2 47.2 2 

小平市 18,252 17,145 16,621  -524 38.9 8 37.9 8 37.1 9 

日野市 16,250 14,637 14,611   -26 39.0 7 36.4 14 36.8 10 

東村山市 15,532 15,043 14,829  -214 42.3 4 42.4 3 42.3 3 

国分寺市 15,269 14,761 14,753    -8 48.9 1 48.8 1 49.2 1 

国立市  7,218  6,897 6,556  -341 36.8 14 36.0 15 35.1 15 

福生市  5,318  5,057 4,987   -70 34.5 20 34.1 20 34.3 18 

狛江市  7,298  7,377 7,027  -350 36.0 15 38.1 7 37.4 6 

東大和市  7,181   6,700 6,535  -165 35.9 16 35.1 17 34.7 16 

清瀬市  6,737  6,430 6,298  -132 37.1 13 36.7 13 36.3 13 

東久留米市 11,829 11,202 10,861  -341 37.9 11 37.3 12 37.1 7 

武蔵村山市  6,835  5,931 5,776  -155 35.4 18 34.3 19 33.6 21 

多摩市 13,365 12,340 12,597  +257 33.9 21 32.5 24 33.7 20 

稲城市  7,303  8,012 7,865  -147 30.6 27 34.6 18 34.0 19 

羽村市  5,573  5,113 4,939  -174 34.8 19 33.2 22 33.4 23 

＊あきる野市  7,681  6,510 6,162  -348 31.8 25 28.2 27 27.0 27 

西東京市 20,129 19,407 18,863  -544 41.3 5 41.1 4 40.7 4 

瑞穂町  3,317  3,117 3,091   -26 30.8 26 30.2 26 30.4 26 

＊日の出町  1,440  1,214 1,132   -82 28.1 29 24.4 29 23.1 29 

＊檜原村   210   181 159   -22 27.3 30 23.6 30 22.3 30 

＊奥多摩町   515   428 396   -32 29.5 28 25.9 28 25.0 28 

全体 405,535 383,756 372,470 -11,286 37.2  36.4  35.8  

※１．総資源化量＝資源ごみからの資源化量＋収集後資源化量（焼却灰のエコセメント化・スラグ化を含む）＋集団回収量 

※２．総資源化率（％）＝総資源化量÷（総ごみ量＋集団回収量）×100  

※３． 稲城市は 2022 年 4 月から、狛江市は 2023 年 4 月から、容器包装・製品プラスチック一括分別収集を実施（処理手数料は 

それぞれ 1 円と 2 円/ℓ）。 

※４． ＊印の自治体は、容器包装プラスチックの分別収集を実施していない。 

※５．  町田市は、2022 年 1 月から生ごみと紙ごみをバイオガス化する施設を稼働。 

ごみっと・ＳＵＮ vol.53　7　　



8　ごみっと・ＳＵＮ vol.53

事業系ごみ量の他地域との比較

　「多摩地域ごみ実態調査」には、持込ごみ量 ( その

大半を事業系ごみが占めることから統計上「事業系ご

み」とみなされる ) について1 人 1日当たりごみ量 ( 排

出原単位 ) が集計されています。それと収集量 ( 同様

に「家庭系ごみ」とみなされる ) の排出原単位を足し

合わせて総ごみ量の排出原単位としています。

　家庭系ごみについては人口と比例してごみ量が変化

するので、地域間の比較が可能です。しかし、事業系

ごみについては人口だけでなく産業構造や地勢的な要

因にも大きく左右されます。そのため、事業系ごみの減

量度合いについては、ある地域の縦つまり経年での比

較は容易にできますが、横の比較には難しさが伴いま

す。

　まずは 2023 年度について総ごみ量に占める事業

系ごみ量の比率を確認します。全国の事業系比率は

30％です。これに対して多摩地域は東京のベッドタウン

として発展してきたことを反映して、事業系比率はわず

か16％にすぎません。

　こうした点を踏まえたうえで、人口 425 万人の多摩

地域の事業系ごみ量 16.1 万ｔについて、比較的人口規

模の近い、人口規模 510 ～ 630 万人の北海道、福

岡県、兵庫県、千葉県と比べると、4 道県各 53 ～ 61

万ｔの1/3 以下に過ぎません。多摩地域と事業系ごみ

量がほぼ同量の県を探すと、人口158 万人の鹿児島

県でした。

　こうした比較からすると、産業構造や地勢的な要因を

考慮しても、多摩地域の事業系ごみ量が人口規模のわ

りに極めて少ないことが分かります。

際立つ事業系ごみ搬入手数料の高さ
　

　自治体の焼却施設への事業系ごみ搬入手数料は、

廃棄物処理法が定める「排出事業者処理責任」の原

則に基づいて、焼却処理と最終処分について減価償

却費などの間接費を含む総原価を反映した水準に設

定することとされています。

　表 5( 連載の連番 ) は多摩地域 26 市の1kg あたりの

事業系ごみ搬入手数料の一覧です。単価 40 円以上

が12 市あります。26 市の平均単価は約 37.8 円です。

これだけ高い手数料を設定する自治体は全国でもご

くわずかにとどまります。私が行った調査 ( 私のホーム

ページに掲載 ) では10 ～ 20 円未満の手数料を設定

する自治体が多数を占めていました。

　多摩地域の搬入手数料水準は処理原価にかなり

近いものとなっています。搬入手数料が高くなるほど、

排出事業者にとって、経費節減を図るための古紙資

源化の推進、さらには環境配慮行動としての食品リ

サイクルへの踏み込みのきっかけが与えられることに

なります。

　

事業系ごみ搬入手数料値上げの効果

　表 6 は、近年手数料を値上げした 9 市について、

改定の年月、料金、前後のごみ量、減量率を示して

います。これまで多くの市で 2 桁の大きな減量効果が

出ましたが、最近の値上げではコロナ禍の影響なども

あって1 桁減にとどまるケースも出てきました。減少し

たごみの大部分は、古紙や食品の資源化ルートへ流

れたとみられます。

連載
第3回多摩地域の

ごみ減量施策を
読み解く

事業系ごみの減量にも
経済的手法が活用された

A Closer Look at Waste Reduction in the Tama Region

1. 2.

3.

ごみ減 量資 料室代 表 / 東 洋大学名誉 教 授

山谷  修 作

　多摩地域の家庭系ごみや総ごみの減量が日本一進んでいることを連載第 1回で確認しました

が、事業系ごみの減量もトップクラスです。全国と多摩地域の事業系ごみ対策については、本誌

Vol.20(2020.7.24) に、「事業系でも先進的だった ! 多摩地域のごみ減量対策」と題して拙論が

掲載されていますので、併せてご覧ください。
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すぐれた小規模事業所ごみ収集システム

　事業所が排出するごみは、自らが自治体の処理施

設に搬入するか、収集業者と契約して処理してもらうこ

とが基本です。

　しかし、事業活動に伴うごみ量がごくわずかな場合、

収集業者との契約が難しいことがあります。そこで、多

摩自治体の多くは、1日平均 10k g 未満といった制限

のもとで小規模事業所について、登録制にして記名

欄の付いた専用の有料指定袋による排出を認め、家

庭ごみの収集車で収集しています。

　こうした制度が存在しない全国の多くの自治体では、

小規模事業所が家庭系ごみに紛れ込ませて事業系ご

みを排出するという問題に直面し、事業所もストレスを

抱えます。専用指定袋の価格は家庭ごみの有料指定

袋より高いものの、小さな事業所がきちんと処理責任

を果たせます。

残された取組み課題

　自治体施策の今後の課題として、一部自治体の搬

入手数料水準のさらなる底上げ、排出事業所に対す

る定額契約や一括契約から従量契約への見直し助

言、多量排出事業所の組織的取組みの奨励、飲食

店を対象とした食品ロス対策の充実などが挙げられま

す。

3 
 

表 5 多摩 26市の事業系ごみ搬入手数料 

1kg手数料  市数            市    名 

  43 円  1 稲城市 

  42 円  6 狛江市、府中市、国立市、日野市、国分寺市、小金井市 

  40 円  5 立川市、武蔵野市、あきる野市、小平市、東大和市 

  38 円  4 東久留米市、西東京市、清瀬市、武蔵村山市 

  35 円  7 三鷹市、調布市、東村山市、八王子市、町田市、多摩市、昭島市 

  30 円  3 羽村市、青梅市、福生市 

（出所）「多摩地域ごみ実態調査」と各市ホームページの確認により作成。 

 

 

表 6 多摩地域事業系ごみ手数料の主な値上げの減量効果 

市名〈改定年月〉 改定前年度 ㎏あたり改定 改定翌年度  減量率 

武蔵野市〈2013.4〉   9,494t  20 円→40円    6,272t   －33.9％ 

立川市〈2014.11〉   12,660t  30 円→40円   11,035t  －12.8％ 

八王子市〈2015.4〉   39,066t  25 円→35円   31,513t  －19.3％ 

町田市〈2015.4〉   28,157t  25 円→35円   24,994t   －11.2％ 

多摩市〈2016.10〉    9,998t  25 円→35円    8,418t  －15.8％ 

国立市<2020.4>   3,747t  27 円→42円    2,994t   －20.1％ 

武蔵村山市<2021.7>   2,421t  25 円→38円    2,203t    －9.0％ 

小平市<2023.4>   4,155t  24 円→40円    4,085t    －1.7％ 

東大和市<2023.4>    2,344t  25 円→40円    2,029t   －13.4％ 

（出所）事業系ごみ量は「多摩地域ごみ実態調査」の持込量。 
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4.

5.

※ 注：2024 年 4 月に実施された昭島市の 30 → 35 円 の値上げについては、改定翌年度が本年度となり除外。
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ごみ・環境ビジョン21発足当初の活動

M 1998 年 5 月のごみかん設立当初は、ダイオキシ

ン問題や環境ホルモン問題がクローズアップされて

いて、ごみかんもいち早く反応し、情報収集して解

説する記事をごみっと・SUNで特集しましたね。

 翌年の 7 月にはダイオキシン類特措法が制定され

たけれど、清掃工場でごみを攪拌して800 度以上

の高温で燃やすとか、塩ビ製品を代替品に替えると

かでなんとなく解決したみたいになってしまった。

Ｅ　2000 年には有志でドイツ視察に行き「ミレニアム

のドイツから」を発行しました。その時、通訳をお願

いしたのがまだ大学生だった田口理穂さん。翌年か

らごみかんドイツ特派員として「Riho のドイツだより」

（その後「ドイツのエコあれこれ」）の連載をお願い

しましたが、あれから25 年も経ったなんて ！　理穂

さんはその後、結婚・出産・子育て。秋には一人息

子の明くんが大学生とは、びっくりです。

Ｍ　2000 年には絵本「ゴミのへらしかた　いのちの

まちをつくる」、翌年には絵本「ゴミのへらしかた　

ドイツに学ぶ」を星の環会から出版しました。

　　さらに1998 年から学習指導要領で総合学習の

時間が取り入れられたので、そこで使ってもらいた

いと、教材「ごみ問題を子どもに教えるガイド」も

出版して…。あの頃はごみかん編集担当としてほんと

に忙しかったです。

Ｅ　同時に環境学習部会を立ち上げて「環境ビジョン

座」を旗揚げし、あちこちの環境問題関連のイベン

トに呼ばれて寸劇などやったりしました。部会長の吉

崎さんがシナリオから配役、劇団のプロデュース、営

業活動と大活躍 ！

　　日の出町のタヌキやサル、当時人気のゴマアザラ

シまで登場して練習に励んだっけ。みんな若くて元

気だったなぁ。

多摩地域の最終処分場問題

K　そもそも、多摩地域がごみ減量の先進地域になっ

た理由は最終処分場問題があったからです。

　　1984 年から、多摩地域 25市 1町の一般廃棄物

（可燃ごみの焼却灰と破砕処理された不燃ごみ）を埋め

2012 年 6 月に国分寺のカフェスローで開催した
「理穂さんを囲む会」。14 年前ですが、みんな若い！

　

ごみかん
運営委員による
　　　座談会

多摩地域のごみ問題と
ごみかんの活動、30年を振り返る

今日は 2025 年 12 月 24 日。
年の瀬も押し迫ったクリスマスイブに
ごみかん運営委員委員が集まって…
多摩地 域のごみ問題や
ごみかんの活動を振り返る
座談会をやろうということになりました。

紙資源
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立てていた「谷戸沢処分場」がいっぱいになり、同じ

日の出町にふたつ目の最終処分場「二ツ塚処分場」

がつくられましたが、「二ツ塚処分場の次はもうな

い」ということに尽きます。（二ツ塚処分場は1995 年

から工事が始まり、1998 年に稼働）

Ｅ　そういえば 30 年前のちょうど今日、12 月24日は

ちょっと思い出深い日なんです。

　　府中市にある東京市町村自治調査会の大会議室

で、その二ツ塚処分場をつくるための処分組合議会

が開かれて、これが通ったら建設にゴーサインが出

されるというので、議場で７席しかない傍聴席を求

めて「入れて ！」と大勢で押し掛けた日だったんです。

M 　そういう熾烈な反対運動を経て、これはもうごみ

を持ち込んでいる各自治体のごみ、つまり「私たち

のごみ」を何とか減らさなくてはと考え、それがご

みかん発足の原動力になりましたね。

Ｏ　埋立に関しては、自治体には処分組合（現・東京た

ま資源広域循環組合）から厳しく「アメとムチ」が課

せられています。埋立処分の搬入配分量を上回ると

超過金が徴収され、下回ると貢献金が分配される

…というもので、非常にシビアですよね。

Ｅ　多摩地域の焼却灰は、2018 年からは二ツ塚処分

場にできたエコセメント化施設でセメントの主原料と

して使われているので「埋め立てゼロ」になりまし

たね。

　　だからいまは埋立量ではなく焼却灰の一人当たり

の量で決まるわけですよね ？ でも「うちの市は超

課金を払っています」とか「貢献金をもらってます」

というアナウンスは、行政は全くしていないですから、

いくらくらいかかるのか、はっきりわからないですね。

　そして、老朽化してきた 日の出町・二ツ塚処分場

のエコセメント化施設の改修工事も今年度から5 年

間かけて実施されて、年間 100日は施設停止で、

その間は焼却灰を埋め立てることになっています。稼

働したら、掘り返してエコセメント化するそうです。

自治体の取り組み成果の見える化

Ｏ　多摩地域の特徴として、毎年、東京市町村自治調

査会が発行している「多摩地域ごみ実態調査」が

あります。これによってごみ減量・資源化の取り組

み成果が見える化され、多摩地域の自治体間の競

争が促されてました。この調査は多摩地域のごみ

減量・資源化に貢献していると思います。

　　ごみかんはこのデータを基に、多摩地域 30自治

体の取り組みを1位から30 位までランキングして、

さらに見える化してきました。

Ｋ　それを年 3回、ごみっと・SUNで発表して毎回多

摩 30自治体に送付してきました。調べたら2012

年 9 月からずっとやってきたわけですね。

M　先日、市のごみ対策課の人から、「送られたごみっ

と・SUNは職員みんなで回覧して読んでいますよ」

と言われました。うれしいですよね。

E　我が家には1993 年発行の多摩地域ごみ実態調

査（H４年度版）からずっととってありますよ。すっか

り変色しちゃったけど。

減量を促した家庭ごみ有料化  

Ｏ　多摩地域では、家庭ご

み有料化が広まっていて、

1998 年に青梅市から始

まって現在 30 自治体中、

桧原村を除く29自治体で

実施しています。

　　27自治体が戸別収集も

採用して資源物分別を可

視化し、ごみ減量を促しま

した。そして14自治体が

高水準の家庭ごみ処理手

数料（１ ℓ当たり2円）を

設定しています。　

　　さらに15自治体が高水

準の事業系持込ごみ処理手数料（１ kg当たり40～

43円）を設定していますからね。

Ｅ　 有料指定袋制はごみを減らす意識付けとなりまし

たね。ごみを減らさなければ、という意識がさほど

ない人にも効く対策ですからね。

　　いつ頃だったか、山谷先生が「人口約 430 万人

の多摩地域をひとつの県と考えると、一人当たりの

ごみ排出量は全国でトップの少なさですよ」と教え

てくれた時は、「あ、そうか ！ 」と本当にうれしかった

ですね。

青梅市の指定ごみ袋
燃やさないごみ（オレンジ色）
もやすごみ（みどり色）
容器包装プラ（むさらき色）

二ツ塚最終処分場と
その敷地内にある
エコセメント化施設
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レジ袋の削減運動、そして有料化へ

M　ごみかんは、 2003 年から「容器包装リサイクル

法の改正」に向けて、店舗調査や駅頭アクション、

「レジ袋削減 ！ 交流会 2005」さらに「容器包装削減！

交流会 2006 ～ 2009」と精力的に活動しました。

　特にレジ袋有料化は日野市が先行して全国を引っ

張る形でしたね。

Ｏ　 日野市では、2003年から2005年までの2年間、

マイバッグ運動として、毎月1回、午前と夕方の１ 日

2回、市内スーパー13 店舗の店頭でマイバッグ

持参を訴えるチラシの配布やレジ袋辞退率

調査をやりました。150 名の市民が参加し

た全国的にも類を見ない大規模な運動で

した。

　市民の意識はかなり変わりましたが、レジ

袋辞退率が 40％までいったところで頭打ち

の感がありました。これはやはり レジ袋を有

料化する必要があるということで、いなげや、

アルプス、西友などのスーパーの本部へ、市

の職員と市民がペアになって「レジ袋有料化」

を頼みに回りました。反応は「他がやればうち

もやってもいいが…」「サービスの低下ととられ

ると困る」とい

うのが 多かっ

た。それでもそ

の後、いなげや

が「うちがやり

ます」と市にいっ

て来てくれて、ま

ずはいなげやの

3 店舗でレジ 袋

有料化が実現で

きました。

Ｍ　本当に日野市の取り組みはすごかったですね。

　　とはいえ、当時は「コンビニまで含めてレジ袋が

有料になる日なんて来るのかな？」と、私はちょっと

懐疑的でした。

　　でも、2020年7月1  日 に

全国一斉のレジ袋有料化

が実現しました。このタイ

ミングでスタートしたのは

「環境配慮型大会」を掲

げた2020 年７月開催予

定の東京オリンピックが後

押ししたということですよ

ね。

　　まだ日本はレジ袋をただで配っているのか、と言

われたくなかったでしょうし。

メーカーとの容器包装削減交流会

Ｅ　 2004 年当時、アサヒビールがペットボトル入り

のビールを販売するというニュースに驚いて「何事

ぞ ！」と急遽、公開質問状を送ったこともありました。

M　結局、当面販売を見合わせる、ということになって

やれやれでしたね。

Ｅ　 「容器包装削減 ！ 交

流会」には、花王、ハウ

ス食品、キリンビール、

味の素、ライオンなど

のトップメーカーに毎回

登壇してもらい、容器

包装を減らすために

どんな企業努力をし

ているか、今後の課

題は…など共有しま

した。

　 あれは画 期的

だったと思います。

Ｏ　 交流集会を

継続したことで、

それを参考にして

業界団体でも同様な取り組み

が始まりましたからね。

減ってきた食品ロス

Ｍ　そもそも家庭から出る可燃ごみの 3～ 4 割が生

ごみですからね。さらなる可燃ごみ減量のターゲッ

トは生ごみですよね。それと食品ロスかな。

Ｏ　食品ロス対策の基本は、未使用食品を捨てない

（使い切る）、食べ残しをしない（食べ切る）、野菜や

果物の皮、葉、茎などもなるべく食べるよう

にして、調理くずを減らす（エコクッキング）。

　食べ物を捨てるのはもったいないと、繰り

返し訴えるとともに、具体的な削減方法をあ

げて周知していく必要がありますよね。

Ｅ　多摩市では、バスに乗っても車内放送で

食品ロスの啓発をしているし、エコクッキング

はもちろん、啓発事業をいろいろやっています

よ。

容器包装削減！活動交流会 2008

　まだまだできる

　容器のスリム化

参加費（資料代を含む）

一般：1000 円　会員：500 円　

12 月 6 日 (土 )

　13：30 ～ 16：30

報告者

主催
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　　　市民の提案

　　　　ＮＰＯ法人

　　　　
ごみ・環境ビジョン21

185‐0012　
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X 042-328

-6621　
月・水・金（除く祝日）13～ 17 時

ｇｏｍｉｋａｎ＠ｍｔｆ.ｂｉｇｌｏｂｅ.ｎｅ.ｊｐ

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ2ｕ.ｂｉｇｌｏｂｅ.ｎｅ.ｊｐ/～ＧＯＭＩＫＡＮ/

　家庭ごみの
約６割の容積

をしめる商品
の容

器や包装。
商品を購入

するといや
おうなくつ

いてくるので
、容器包装ご

みを減らすに
は商品

開発をするメ
ーカーの努力

が欠かせませ
ん。

　昨年度、
ごみ・環境

ビジョン 21
では 2007 年

4 月の改正
容器包装リ

サイクル法
の施行を踏

ま

え、食品、飲
料、日用品の

メーカーや
スーパーを

お呼びし、
商品のパッ

ケージの削
減やレジ袋

有料

化の取組みに
ついて詳細な

報告を伺いま
した。

　今年度の
交流会は、

さらに市民
側から具体

的な削

減提案を行
い、事業者

と消費者の
対話をより

いっそ

う充実させ、
成果につなげ

ていきたいと
考えています

。

　資源、エ
ネルギー問

題や、ごみ
、地球温暖

化などの

環境問題に加
え、経済的視
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や容器包装の

ス
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生産者と消

費者に共通
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参加ください
。
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岡村 大輔

生活環境室

担当者

スーパー店頭でマイバック持参を訴える
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M　もちろんごみかんも、食品ロスをテーマにした市民

ごみ大学セミナーを何度も開催しましたね。

　最初に食品ロスをとりあげた

のは2014 年 2 月のごみ大学で、

講師は今や食品ロスジャーナリ

ストの第一人者となった井出留美

さんと農林水産省食料産業局の

長野麻子さんでした。その当時は

632万トンだったのが、2023年度

は 464 万トン（家庭系 233万トン、

事業系 231万トン）になっているよう

ですね。

K　2001年施行の「食品リサイ

クル法」の前の、2000 年度は

980 万トン（家庭系 433 万トン、

事業系 547 万トン）だったという

から半減以下です。特に事業系

は大きな成果が出ていますね。

資源物の分別の徹底

M　容器包装プラスチックも汚れ

が落ちないもの以外は、ひと手

間かけて汚れを取り除き、できる

だけ資源化するように啓発してい

かないと。わりと簡単に可燃ごみに入れてしまう人、

多いですよね。

Ｋ　 小金井市は多摩地域で不燃ごみ量が多く、最下

位なんですが、原因はいくつかあると思います。

　　まず資源になるもの（小型家電など）も不燃ご

みとして集め、収集後に資源として分けている。ま

た汚れたプラスチックを可燃ごみではなく不燃ごみ

に入れることにしている。さらには、プラスチックの

指定ごみ袋と不燃ごみの袋が一緒なので、不燃ご

みの中にプラごみが 20％以上も入ってしまっている。

市には再三、変えるべきだと訴えています。

Ｏ　 容器包装プラスチックを分別収集している自治体

は、全国的にはまだ 2/3にとどまっていて、政令市

では福岡市や千葉市などがまだやってない。

　　多摩地域では30自治体のうち、あきる野市など

を除く26自治体が容器包装プラスチックを分別収

集しています。

Ｍ　東京 23区も2022 年 4 月1日 に「プラスチック

に係る資源循環の促進等に関する法律（プラ新法）」

が施行された後、スピード感を持ってプラスチックの

分別回収が始まりましたね。

　いま、23区のうち21の区でプラスチックを分別

収集しています。（うち 8 つの区は容器包装プラス

チックだけ回収し、13の区は製品プラスチックも資

源として回収）

　今現在、プラスチックを可燃ごみとしてい

る２つの区も、足立区が 4 月から、残る世田

谷区も2030 年度中に分別回収を開始すると

のことです。

Ｏ　23区では半分以上の区が製品プラス

チックも分別収集しているのに、多摩地域は

まだ11自治体しか分別収集していません。こ

れはあまり褒められた話ではないですよ。

Ｅ　雑紙は、分別が面倒で可燃ごみに入れ

てしまう人がまだ多いのではないでしょうか？

雑紙を資源として出しやすくするにはどうした

らいいと思いますか？

Ｍ　行政が雑紙袋の配布をしてくれるといい

ですね。紙袋も昔ほど店でもらえないし、雑

紙を入れるものがないから分別しない人は多

いのかもしれません。

Ｋ　雑紙袋の配布は、年に1回でもいいと思

うんです。それに入れて回収に出すのではな

く、雑紙保管袋として使ってもらい、出すとき

はビニール袋で出してもいいとすれば増える

と思うけれど。

Ｏ　 いま実際に、雑紙をビニール袋で出し

てもいいとしている

のは多摩地域では 4 市

（武蔵野市、小平市、武

蔵村山野、国分寺市）で、

この 4 市では雑紙の分別

効果が出ています。

　　また、汚れている紙と

特殊な紙（禁忌品）を除

き、雑紙は小さな紙片か

ら小まめに分別することを

しっかり啓発して、雑紙を

分別しやすくする必要があります。

難しくなった焼却施設の更新

Ｅ　 多摩地域では、可燃ごみが減っていく中で「焼却

施設の建て替え」が進んだ結果、新しい焼却炉の

規模はどこも縮小されましたよね。もう予備炉は造

らなくなりましたしね。

Ｋ　 多摩地域では焼却施設は19 施設あったのが 14

施設になった。そして処理能力の合計では2000t /

日もの縮小です。

井出留美さん

プラ分別回収が始まることを
知らせる江東区のポスター

行政から配布された
雑紙を入れる袋

（つくば市）
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Ｅ　 全国的に見ても焼却施設が老

朽化したが「もう建てられない」

という自治体で、大きくごみ減量

が進むということがあります。上

勝町に象徴されるように小さい自

治体は特にそうですね。

Ｋ　 結局「ごみで困る」というこ

とがないと、ごみは減らないね。

小金井市は、焼却処理を他市に

お願いせざるを得なかった期間

が 13 年もありました。「ごみ非常事態宣言」が 15

年も続いた結果、市も市民も必死でごみ減量に励

んで、ごみ減量では全国トップ（人口10 万人以上 50

万人未満で）になったといういきさつがあります。

　今後も焼却炉の問題はついて回ります。日野、国

分寺、小金井の 3 市で 2020 年に日野市に造った

清掃工場（浅川清流環境組合）は2050 年までし

か使えないことになっていますからね。それ以降は

もうどこにも用地はないわけです。そういうことを

市民はほとんど知らないんですよね。

M　小金井市民はやっと清掃工場ができてホッとし

ちゃっています。それどころか、浅川清流環境組合

はコロナ騒動が始まった2020 年４月竣工なので、

大きな式典もなくひっそりと稼働し始めたせいか、

いまだに自分たちのごみがどこで焼却されているの

か知らない市民もいるんです。

Ｏ　 行政はそうした耳が痛い話もちゃんと広報をして

いくべきですよ。2050 年なんてあっという間に来て

しまう。「ごみゼロ」目標はしっかり伝えていかないと。

まだある可燃ごみの中の資源～生ごみ

Ｏ　多摩地域では、総ごみ量の 75％を焼却していて、

この10 年間でみると、総ごみ量も焼却ごみ量も1

割程度しか減っていません。

Ｅ　燃やされるごみの中にはまだまだ資源があります。

焼却ごみを減らす一番の近道は「生ごみの行政回

収」だと思いますが、問題はコストなんですよね。

Ｏ　ごみ減量をさらに進め、生ごみの分別収集の財源

を確保するための手段として、家庭ごみ処理手数

料の値上げが不可欠でしょう。

　　例えば、現在 1ℓあたり2円のごみ処理手数料を

5 割アップの3円にすると、中堅自治体の場合 2 億

円以上収入が増えます。

Ｅ　うわー ！　いま多摩地域 14 市が 1ℓ2円だけど、

その先を行ってしまうんですか ！　40 ℓ袋で 80 円

が 120円に、20 ℓ袋で 40円が 60円になりますが、

市民が反発しないでしょうか。

Ｏ　冷静に考えれば、毎月の袋

代 400円が 600円になる程度だ

から、市民にも受け入れられると

思いますよ。

Ｋ　大事なのは値上げ分の収益

は一般会計に入れず、生ごみの

行政回収など新たなごみ減量施

策に使うこと。そして市民への丁

寧な説明が不可欠ですね。

Ｍ　  生ごみ資源化については、ごみかんは「生ごみリ

サイクル交流集会」を2009 年にスタートさせまし

た。そこから2019 年まで毎年開催して、市民、行政、

業者、学識者などいろいろな方の「生ごみ資源化」

の話を聞くことができましたよね。

Ｅ　 情報の共有化は大事でお互い刺激し合って、自家

処理のみならず生ごみの行政回収に取り組む自治

体も増えてきましたよね

Ｏ　 多摩地域では、現在、モデル事業も含めて6 市で

生ごみの分別収集をしています。生ごみ分別収集モ

デル事業では、全市的に希望者を募っているようで

すが、自治会単位で募集するやり方もあります。

まだある可燃ごみの中の資源～その他

Ｋ 　「家庭ごみ有料化」に伴って、「分別品目の拡大」

が大きく進みました。可燃ごみの減量に必死な小金

井市では、缶ビールのマルチパックや裏がアルミの

紙パック、レシート、防水加工をしたカップなどの難

再生古紙も可燃ごみに入れてほしくないので、公民

館や市役所などの拠点で集めています。

　難再生古紙の回収量は、いまは年間10tぐらい

とだいぶ増え、難再生古紙をトイレットパーパーに生

まれ変わらせる技術を持つ川崎市の製紙会社コア

レックス（株）に運んでいます。でも、難再古生紙

の資源化は、他市に広がる気配はないですよね。

Ｏ　古紙回収業者は難再生古紙はお金にならないから

いい顔しないんですよね。

Ｋ　さらなるごみ減量のために必要なのは、やはり資

源化対象物の拡大ですよね。生ごみをはじめ、廃

食用油、紙おむつなどは燃やさずに資源にできる物

として積極的に資源化に取り組んでいく必要がある

でしょう。

O　いずれにしても、焼却ごみをいかに減らしていくか、

今後もすべてにおいて啓発や広報が重要だね。

M　ということは、ごみかんが解散しても、まだまだご

みから手を引くわけにはいかない、ということですね。

コンパクトになった立川市の新しい焼却施設
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　ただいま明は日本では高校3年生、ド
イツでは高校4年生で、6月に卒業です。
ドイツの高校生は日本と違って、大学受
験のプレッシャーもなく楽しそうです。
　明は10月、修学旅行で1週間イタ
リアに出かけました。夜行バス片道20
時間。自由時間が多いので友達とのん
びりし、ピザを食べ、海で泳ぎ、遺跡
を見学し、サンマリノにも行きました。 
　帰ってきたら翌週から2週間の秋休
み。前半は小学校時代の友だちのオラ
ンダ在住のおばさん宅へ。彼は昔から
憧れていたBMWのオープンカーを、
免許を取る前から中古で探してゲット。
常に成績トップで学級委員長をするな
どしっかり者だったのですが、ほしい
ものを着実に手に入れる行動力に脱帽
です。明は免許がないので、その子の
運転でおばさん宅を拠点にオランダと
ベルギーの都市を回りました。写真は
その時のものです。
　後半は別の友だちとノルウェーへ。
彼のかつてのホストファミリー宅に滞
在させてもらいました。氷の張った湖
で寒中水泳をしたり、オーロラを見た
り。卒業前の秋に5カ国訪問とは、自
分の高校時代との違いに唖然とします。

　11月には卒業試験の前哨戦となる
試験がありました。主科目を3つ、副
主科目を2つ選択するのですが、記述
式で試験時間が長く、数学330分、化
学300分、英語300分、政治学255分、
フランス語90分でした。
　休憩はなく、お腹がすいたら弁当や
お菓子を食べて、トイレも勝手に行き
ます。テストの前に先生が携帯を集め
るので、こっそりトイレで検索するこ
とはできません。いずれにせよ自分の
考えをひたすら書くので、検索しても
意味がない。体力と集中力の勝負です。
　4月からは学校に行かず、自宅学習
となります。卒業前２年間の成績が６
割、卒業試験が4割でで換算され、卒
業時（大学入学資格＝アビトゥア）の
成績が決まります。アビトゥアがとれ
たら7月半ばまでに希望大学に入学申

請し、たいがいは複数校から許可が出
るので、8月に自分でどこにするか決
めます。10月から新学期です。

　大学に行かない子は高校1年生で卒
業し、職業訓練をしている企業に就職
して、少額ですが給与をもらいながら
勉強と現場実習を3年間します。ドイ
ツは資格社会なので職業資格かアビト
ゥアがなければ、将来的にキャリアを
築くのは難しくなります。
　企業で働きつつ大学に通わせてもら
う制度もあり、同級生のUは3社で内
定を取りました。
　南ドイツ大手の銀行は初任給1700
ユーロ（30万円）、IBMも 1700ユー
ロ、宇宙関係のスタートアップ会社は
1300ユーロ（23万円）。給料の高さ
だけでなく転職のしやすさなどで迷っ
ているそうですが、よく考えて一番し
たい道を進んでほしいものです。

　小学校時代の友人Mは、飛び級して
17歳で高校を卒業。今は「ボランティ
アの一年」という制度を利用して物理
関係のレーザーセンターに所属してい
ます。フルタイムで労働していますが、
報酬はお小遣い程度の450ユーロ（8
万円）。こうして毎年何万人もの若者が、
病院や学校、福祉施設、研究所などで
ボランティアをしています。　
　進路を決める前に、興味のある分野
やふだん縁のない分野で社会と関わる
ことによって、自分の適正や社会につ
いて知ることができます。
　Mによると、同級生の中にはすぐ大
学に行った子もいれば、1年遅らせて
働きながら世界旅行をする子も多いそ
うで、明もすぐ進学するか、遅らせて
アルバイトして旅行するか思案中。私

は「旅行費用は出さないから、自分
で考えてやってね」と言ってありま
す。もう18歳だから親の役割も終
わり。あとは本人の責任です。
　1つ年上のKは昨年ミュンヘン工
科大学情報学部に入学しました。ア
ビトゥアの成績さえよければ人数
制限なく誰でも入れるため、昨年は
1400人だったそう。しかし入学し
て数ヶ月で、できない子は淘汰され、
合わないと思った子はどんどんやめ

ていきます。転部や転学しやすいので、
みな見切りをつけるのも早く、軌道修
正がしやすいしくみになっています。 

　ドイツも18歳で成人ですが、成人
となるのはとても重要なこと。名実と
もに周囲の態度も本人の自覚も変わり
ます。日本だと高校生だしあまり変わ
りませんが、ドイツでは役所も学校も
周囲も成人として扱うようになります。　
　もちろんそんなドイツの若者にも問
題はあります。おととし合法化された
大麻も問題となっています。先日、麻
薬について保護者向けのオンライン講
演会がありました。大麻は18歳から、
たばことお酒は16歳から許されてい
るため、明によると構内は禁煙だけど
先生が黙認している部屋があり、タバ
コや麻薬でもくもくしていると。
　ディスコで朝まで騒いだり、酔いつ
ぶれるまで飲む子も少なからずいて、
タバコの禁断症状の出ている子もいる
とか。講演会では「親として子どもを
よく観察し、怒ったりせずにその子の
気持ちを聞くのが重要」と聞きました。
　明に「悩みある？」と気くと、少し
考えてから「うーん、ないと思う」。親
に悩みを打ち明けたりしないだろうけ
ど、 勉強は楽チンだし、最近彼女もで
きたし、友だちとジムに行ったり楽し
そうで、本当に悩みはなさそうです。
「人生で一番楽しい時期かもね」という
と、「そうかもね」という返事。
　受験でエネルギーを取られないから
余力があり、のちに好きなことが見つ
かった時に打ち込めるのではないかと
思いました。私もこういう高校生活を
送りたかったなと思います。

ドイツの高校生
それぞれの進路と青春謳歌
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郵便振替　口座名：ごみ・環境ビジョン 21　
口座番号：00130-1-603521

年会費＝　個人会員 3,000 円　団体会員 6,000 円
　賛助会員 10,000 円（一口）　　

◆ご みっと・ Ｓ Ｕ Ｎ の お 受 け 取り方 法 は
① ヤ マト運 輸 の D M 便
② メー ル 添 付 で の Ｐ Ｄ Ｆ 配 信   の 二 つ が ありま す。

② をご 希 望 の 方 は メー ル に て お 申し込 みくだ さい 。

◆ 振 替 用 紙 に は ご 住 所 ・ お 名 前 ・ お 電 話 番 号 ( F A X ) を
ご 記 入 くだ さ い 。 ま た 、 住 所 変 更 が あっ た 場 合 は お 知
らせくだ さい 。

◆ 記 事 を 転 載 する 場 合 はご 連 絡くだ さい 。

ごみかんよりお知らせ
　新年も早やひと月がたとうとしています。一年で最も寒さの厳しい時期ですね。
先週の 1 月 21 日に、ごみかんの会員さんの最高齢、なんと！来月 103 歳になら
れる武蔵野市の野嶋盛次郎さんのお宅を、井上編集長と訪問しました。

　野嶋さんのことは、2022 年 9 月発行のごみっと・SUN vol.33（通算 153 号）
の「会員さんってどんな人？ 特別編」に掲載していますが、この日もご自宅 1
階部分の「テンミリオンハウス　ふらっと・きたまち」には、地域の方が次々
に来られて、ランチを楽しんでおられました。
　実は、前回取材で訪問した折に、野嶋さんからは思いがけない大きな寄付をい
ただいたのです。ごみかんは会員さんの年会費と寄付だけで運営してきましたが、
この時に頂戴した寄付のお陰で、以降 3 年半、ごみかんは財政的な心配がなくなり、活動を充実させ

ることができました。その報告と改めて感謝の気持ちを直接お伝えするために伺ったのですが…　
見てください。この元気なお顔！　そして、いま抱いている夢やそれをどうしたら実現できるかなど熱心に話
され、その前向きな姿勢には驚くばかりで、大きなエネルギーをもらって帰ってきました。（E）

表
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　2026 年１月21日に、三多摩議員ネット（無所属議員のネットワーク）の研
修会に呼ばれて、「多摩地域自治体におけるごみ対策の概況と今後の課題」と
いうテーマで講演をしてきました。講演の要旨は以下のとおりです。

　多摩地域の自治体は、全国の人口10 万人以上 50 万人未満の自治体にお
ける2023 年度の１人１日当たりごみ排出量ベスト10に 8自治体、リサイクル率
ベスト10に5自治体が入っており、多摩地域はごみ減量・資源化のトップラン
ナーとなっています。
その背景として、多摩地域には、自治体間のごみ減量・資源化の競争を促

す仕組みが存在し、さらなるごみ減量・資源化を目指す動機づけとなっています。
多摩地域自治体のごみ減量・資源化の取り組みには、次のような特徴があります。
全 30自治体中、29自治体が家庭ごみ有料化を実施し、高水準のごみ処理
手数料と戸別収集による資源物分別の可視化が大きなごみ減量効果をもたら
しています。
　また、高水準のごみ処理手数料と戸別収集が資源物の分別を促している一
方、焼却灰のエコセメント化や高い容器包装プラスチック分別収集実施率も資
源化を押し上げています。
　その反面、多摩地域全体では総ごみ量の約 75％を焼却しています。今後の
課題としては、カーボンニュートラルと資源循環に貢献するため、脱焼却に向け
て、ごみ減量と資源化を強力に推進する必要があります。
　ごみ減量を推進するためには、ごみ減量を促進する啓発を一層強化する一
方、ごみ減量を促進する強力な手段である、ごみ処理手数料の値上げを断行
する必要があります。
　また、資源化を推進するためには、資源物の分別を徹底することを基本とし、
資源物の分別を強く訴えるメッセージを発信していくとともに、生ごみをはじめ、
廃食用油、紙おむつなど資源化可能物への分別収集対象の拡大に積極的に
取り組んでいく必要があります。なお、ごみ処理手数料の値上げは、分別収集
対象拡大に必要な財源の確保にも役立てることができます。

三多摩議員ネットの
研修会で
講師をつとめました

運営委員 　 小 野寺  勲
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